
 

R8.2.12 第３回審議会（議事要旨） 

 

 

１．開 会 

２．会長挨拶 

３．議 題 

（１）これまでの経緯と意見交換の概要について 

（２）今後のスケジュールについて 

（３）その他 

４．閉 会 

 

 

［ 審議内容 ］ 

事務局：第１回審議会および第２回審議会の取り組み内容を整理し、出された意見を取りま

とめて各委員へ提示。これまでの共通理解として、学校選択制のうち自由選択制は

適用しないこと、地域を限定して学校選択制の導入を検討すること、学校選択制を

導入する際には周知期間を設けて地域の実情に応じた制度を検討することとして、

今回の審議会では答申の方向性を決め、次回の審議会にて答申（案）を示したいこ

とを説明。 

 

委員 ：学校を選択できるようになることで、自宅から近い学校があるにもかかわらず就学

指定された学校へ通学している現状を解消する制度として考えるならば、特定地域

選択制などを軸に検討すべきと思う。 

 

委員 ：学校選択制の導入は、ＰＴＡ活動の組織運営にも影響を与えることを考慮しなけれ

ばならない。 

 

委員 ：市内には、宅地開発計画がある一方で過疎化が進む地域もあるため、都市計画など

との整合性も含めて責任ある判断材料を示すべき。 

 

委員 ：大規模校や標準規模校にも利点があるように、小規模校にも一人ひとりに目が行き



届きやすい環境にあることが魅力であるため、現在、導入している小規模特認校制

への選択肢があることも示していいのではないか。 

 

事務局：今回までの意見を踏まえて次回審議会で答申（案）を示すことを説明。 

 

 

＝＝＝了＝＝＝ 

 

 


